
未来ネ ッ トワークとわた し

久木 原 豪 （福岡県 「子ども会議」）

赤ち ゃん の輝 く目がつ らい

あ なた は、赤 ち ゃんの 目を見 た こ とがあ ります か 。赤 ち ゃん の 目は、 どん な水 よ りす ん でい て、

その 日か ら放 たれ る輝 きは ま るで太 陽 の よ うです 。 そ ん な赤 ち ゃんの 目を見 て い る と、 なぜ か、

わた しはつ ら くな ります。何 とい うか、 心 の一番 柔 らか い部分 を ぎ ゅっ と締 め上 げ られ る よ うな、

そんな気 分 に な ります 。 この何 と もい いあ らわせ ない感情 こそ が、 わた しが 未 来 ネ ッ トワー ク、

そして人 権 の木 に携 わ る原 動力 とな ったの は 、何 と も皮 肉 な こ とです 。

わた しは、未 来 ネ ッ トワー ク企 画 に、幸 運 な こ とに その土 台 づ くりか ら参 加 す る こ とが で き ま

した。 その企画段 階途中で生 まれたのが、あの人権 の木です。 わた しは、前 々か ら子 どもたちの

生きた声 を ど うにか して多 くの人 に伝 え る こ とが で きない か と思 っ てい ま した 。 そ こで、 思 いつ

いた の です 。子 ど もの意見 をそ の ま ま 自分 自身 の手 で紙 に書 いて も らお う。 そ して、 そ れ を木 の

葉に して 、一本 の木 をつ くろ う。木 は、 力 強い生 命 の源 。木 は、 豊 か に菓 を茂 らせ、 そ の下 には、

多くの生 命 が集 ま り、 木 もまた、 そ の生 命 と と もに育 つ 。 そ ん な木 に なる よ うに とい う願 い を込

めて、 人 権 の木 を多 くの 人 た ち と と もにつ くっ たの です 。

11 月 14 日、 わた しはそ の ような気 持 ち を胸 に司 会 を しま した。恥 ず か しい こ とに、 わ た しはあ

のと きの 約 三時 間 の時 の記 憶 が、 あや ふや な とこ ろが とて も多 くあ りま した。 そ れ だけ、 自分 に

余裕が なか っ たの です 。 しか し、 今 お もい 返 してみ る と、結 構 い ろ い ろ な こ とが あ りま した。予

想以上の参加者が次 々に会場 に来て くれて、時には真剣 に、 そ して、 ほほ笑み なが ら自分 たちの

権利 につ い て考 え て くれ ま した。 当 日は、権 利 を テ ー マ に した ビデ オや 劇 が披 露 され 、福 岡県

「 子 ども会議」の 「子 どもの人権宣言」作成の経過の発表 な ど、い ろいろな方向か ら権利 とい う

もの を とらえ る こ とが で きたの で は ないで しょうか。 そ れ を、 少 な か らず 人権 の木 に生 かす こ と

がで きた の は、 司会 をす る もの と して うれ しい こ とで した。

“人権の木’’で ち ょっと救 われた

人権 の木 の作 成 は、未 来 ネ ッ トワー クの 最後 の 90分 ほ どの時 間の なか で お こな い ま した。 そ こ

では、 多 くの子 ど もた ちが 集 い、 名 々話 し合 い なが ら、 人権 の木 の葉 に 自分 た ち の声 を写 して い

ました 。 なか には、 無言 の ま まの木 の葉 が あ っ た り、 び っ し りと書 いて あ った り、 急 い で書 い た
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ような、 だ け ど辛 そ うな菓 が あ った りしま した。 未来 ネ ッ トワー ク終 了後 、 そ の木 の葉 は、 大 勢

の人 の 目に写 り、 人 の 目を引 き寄 せ ま した 。 その 瞬 間、 わ た しは本 当 に良 か っ た とお もっ た と同

時に、心 の痛 み も少 しな くな っ た気 が しま した。 わ た しは今 までい ろい ろ な こ とか ら逃 げ てい た

ので し ょう。 だ か ら、 赤 ち ゃん のあ の実 っす ぐな 目を見 る と 自分 が辛 くな った に違 い あ りませ ん。

わた しもまた 、 あの 木 に助 け られ た一 人 で す。 あ の人権 の木 は一 本 で は あ りませ ん。 皆 さんの心

のなか に も一本 ず つ あ ります。 そ の木 を ど うか皆 さ ん強 く育 て て くだ さい 。 この 木 はいつ で もわ

たした ち を見守 って くれ ます。 あ の赤 ち ゃんの 日の よ うに臭 っす ぐあ なた 自身 を。

1 ）学 校 の こ と

〈 登校拒否〉

・ 登校拒否してる人はなぜ来れないの ！！

・登校拒否をしている人のことも考えてこれるようにしろ

・ 不登校も権利があるんだ ！

・不登校は 、いい？ わるい？ これ って海 より深い問題だよね

〈 決 ま り〉

・ 靴が決められている 紺 、白 、黒いやだ

・校 則 を も っ とや さ しく して ほ しい

・学校にいろいろ許可 しても らう必要はないでしょ。管理されているみたい

・私服を認めてもらいたい

・生徒手帳 にの ってないことまで注意 をするナ ！ 髪形なんてどうでもいいじゃないか

・ 生徒 自身の手で棟則を作 り替えたい。生徒は先生の しもべ じゃないぞ

・学校外でこうそくつくるな ！

・子 どもを学校外 では 、自由にしろ ！

・きそ く、こうそくないから大丈夫 ！

・ 間違えるな ！ 義務教育とは親が子 どもを学校 に行かせる義務であ り、私たちが学校 に行く

義務ではない ！

〈 体 罰〉

・入学説明会のとき「体罰のない学校です」 といったのは誰だよ ！一髪染めたく“らいで殴るな－ ！！

・髪の毛茶色いからって 8 本もぬくな ！髪の毛は黒とはかぎらん ！ みど りにしたいな ！

・学校でたいばつ を 、うけるのが 、いやだ ！！たいばつはんたい ！！

・先生は 、たいばつはいけないと言いなが ら自分はたいばつをしている
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く言いたい ！〉

・絶対部活に入 らな きゃおかしいぞなんて ！そんなの人の自由だ－ ！

・学校や勉強意外 に何か・ 。何かね っていうか学校が全部 じゃないだろう

・部活 に入 っている人はよい人 というような感 じで見ないでください

・ ピアス してってもおこられな い

・給食のマスクを忘れたら、チ ョークス リーパーをされた。むかつ く ！

・ 自分たちで先生を選べる ようにして欲 しい

・ 3 年 と 1 年を比較 しな いで

・子 どものしつけに責任 をもて ！！無責任な P T A ＝

・ 休み時間がすくないぞ－

・先輩 と仲よかバ、ソテン 、学校 に行くの楽しい

・生徒会はしっか りして下さい

・学校 に、S te in w a y （スタンウウイ） a n d （アン ド）s o n s y （サンズ）を ！！設備充実 ！！

・宿題へ らして－

・学校の きょうしつでどたばたするな

・学校でク リスマスパーティーをしたい。でも先生にい った らだめといわれた

・ 楽しい学校がいいな

2 ）先 生 へ

・ 先生も「先生」をとった ら普通のおとなだから、学校にたいして不満があるな ら立場 を捨て

て 、堂々といてほしい

・授業のときに変な話をしないでください

・も っとまともな先生を増や して ！！

・先生 、生徒の話に乗れ ！

・数学の先生 、言葉が悪い！！

・担任の先生 、いい先生 ！！すきよ

・先生の授業の進め方がへた

・先生さむいシ ャレやめよう

・先生はなにをしてもいいのか ！

・学校のべん きょうで前の先生みたいにおもしろくしろ ！

・音楽の先生がすごい

・先生 、泣いてまで給食たべさせないで ！ □につ っこんだ り、そんなことじぶんにされて ・

いや じ ゃな い です か ？

・校長先生 ！ 学校 にせんぷ うきアン ドス トーブをつ けてよ ！ たんにんの先生もな っとくして

るんだからべつにつけてくれた っていい じゃん ！

・マイクで 、どなるな ！
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・ 学校の先生がおもしろくて休み時間中 、昼休みもし ょくいん しつまんばいです

・ 先生がわる □を言 った。私は 、いつも先生が 、人に 、わる□を言 うな と、言 っているのにな

んで先生がわる□を言うのだ ！j

・先生 とわか りあえることをめざそ う

・先生 、授業はわかる言葉でおねがい

・英語の先生の発音が悪い

・校長 、話がながいぞ

・先生がわた したちの悪口をいったのがいやだった

・先生 ！！あきらめるな ！ さじをなげるのははやすぎるよ ！

3 ） 親 に言 い た い こ と

・ お母さんお小遣い増や してよ 、無駄遣いしないってば ！私 をち ゃん と理解 してよ ！

・ お母さんけんか したとき「生意気」 って私に言うのおかしいよ。ほんとに何もわかっていな

い よ ！！

・ お母 さん 、いい母になるために「武田イウ」さんの講演会に行って欲 しか った。イウさんう

ちのお母さんに教えてや ってよ

・両親へ

も っと 、若 い人の意見を納得できるような頭のやわらかい人にな ってください。 娘

・ 親に先生のいやな所を相談する

4 ）友達関係

〈 い じ め 〉

・いじめている人もつ らいのにいじめ られているひとば っかかばうなよ。両方 とも考えてやれ

〈 言いた い ！〉

・ 大声でわるぐちや人のいやがるたいどをするなよな

・友だちのことわるぐちいうのやめよう

・ 友人 T へ 、休 め リラ ツク ス しろ

・友達 をい っぱいつくりたい

5 ） 自然 や環境の こと

・わたしたちの住むかんき ょう。ゴミが多い ！！

・ポイすてやめよう ！

・ いま自然破壊され ていて 、未来 がどうなるか分か らない

6 ） 私 の こ と

・ 外見だ けで人 を見ないでください ！！
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・ わたしはわた し、人間性をわるくいうな

・ アメリカ行きたい。この会 に来た人 と少しでも多く交流 したい。活動 を話し合いたい

・ わた しを表現させて ！

・ 男がほしい ！！でもなんで男がいないの ！ あいて募集中 ！ 男欲 しいぞ一 ！

・ わた したちに意見 を言わせて ！

7 ）私は これが言 いたい ！！

・ 気軽 におしゃベ リできる人たちに囲まれていた ら H A P P Y か も

・ 子供の未来 を不安 にさせるのは大人 （おとな）である。制服な くていい ！

・ 眠 らして ！

・ 固め られた意見をもう一度最初 から見直してみようよ

・ ひいきするな

・ 子 どもだか らというな

・ 大人 （おとな）も差別してるやん ！

・ 司会やらせないで ！

・ む じ ゅん した こ とば り言 うな ！！

・ 子 どもは 、大人 （おとな）のおもちゃじゃな いぞ ！！

・ ほめる時はほめておこる時はおこる

・ 先生のイヤなところを親に相談 しよう ！

・ じん けん の ドラえ も ん （が言 う） ＞四次元 ポ ケ 、ソ トが ほ しい ＝！‖

・ 思ったことはきっば りいやと言おう

・ だ まっていち ゃわか らな い。まずは話 すことから

・ す きな人がいればそれでよし

・ ち く し ょう

・ も っと遊びたい

・ たばこをむ りな くやめたい ‥ 大学生

・や らな くち ゃがや りた い こ とに なる よ うにな りた い

・忘れ物 をしたくらいで首を絞めるようなことをなぜするのか。子 どもも人間である。や りた

いこと自分 の体 を輝かせること。た とえばエステにい った りあかす りにいった りの外側をピ

カピカにするのもや りたいし 、映画 を見た り、おいしいものを食べた り、物欲的 ピカピカは

簡単にできることだけどなかなかできないのでもうひとついま女性問題を中心に学んでいる

けどそれはやらなくち ゃいけないことかなと思 っているので続けたい

・「や りたいこと」一 日中寝たい

8 ）社 会 の こ と

・ 皆が輝ける場所 をたくさん作 ってあげたい
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担当 ：国際子 ども権利セ ンター

副代 表 ：栗 本 敦 子

記録 者 ：重 永 惰・ 紀

参加 者 ：4 0名程度

「子 どもの権利条約入 門ワークシ ョップ」 の分科会の部屋 に様々な年齢層の人たちが入室 して

きま した。初 め て 出会 う人 た ち と今 か ら一緒 に活動 す るで あ ろ う緊張 感 を持 ちなが らの入 室 で あ

るよ うに見 受 け られ ま した。 フ ァシ リテ一 夕ーで あ る栗本 さんが参 加 者 た ち に何 げ な く語 りか け

る言葉 が 、 自然 と リラ ックス した雰 囲気 に させ て い くの が見 て い た私 に伝 わっ て来 ま した。

参加 者 はそれ ぞ れ に 「子 どもの権 利 条 約」 とは何 た るか を知 ろ うと肩 に力 が入 って いた と思 わ

れましたが、「権利」の話は掛 け離 れた ところか ら始 まり、徐 々に参加者全体 に一体感が生 まれ、

その 中で こそ感 じられ る ‘‘「子 どもの権 利 条約 」 の必要 性 ’’だっ た よ うに思 い ます 。 また 、 グル ー

プ討議の場面では年齢の上下 を感 じさせ ない一個の人間同士 として話 し合いが もたれ、横か ら観

察してい た私 には心 の底 か ら感動 を体 感 しま した。 この よう に人 と して お互 い に尊 ばれ る存在 だ

と自信 を もて る社 会 的場 面 が家 庭 ／学 校 ／地 域 で多 くな る こ とを願 わず にい られ ない 空 間 と時 間

でした。

そ れで は、 具体 的 に どの よ うな ワー ク シ ョップが進 め られた の か、 み な さん に ご紹介 した い と

思い ます。

1 ：準 備

まず 参加 者 が入 室 したお りに、 B 4 サ イ ズの 紙 に下 記 の 5 点 を記 入 して もらい ます 。

①名前

（ 彰 ど こか ら来 たの か

⑧何 を期待 して来たのか

④得 意 な こ と

⑤普段 は何 を しているのか

2 ：ウ ォー ミング ア ップ

椅子 を部 屋全 体 に円 に セ ッテ ィ ングす る。

参加者 全 員 が真 ん 中 に 出て、 ジ ャ ンケ ン をす る。
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ジ ャ ンケ ンは、 で きるだ け相 手 の心 を読 んで、 アイ コにな る よ うに持 ち込 む。

アイ コに な った ら、 あ い さつ を して 先 に用 意 した B 4 の紙 を相 手 に見せ なが ら、 自己紹 介 を して

握手 をして次の相手 を探す。

これ を繰 り返 しほぼ 、大 体 の 人 とジ ャ ンケ ン し終 わ った ら終 結。

日頃何 げ な く遊 んて い る ジ ャ ンケ ンも、 心 を合 わせ よう と意 識 を して行 うと、 なか なか 難 しい も

のです 。 しか し、 不 思議 と相 手 と同 じもの を出そ う と意 識 をす る と、相 手 の 目や 、相 手 の癖 を見

いだそ う と、 ものす ごい集 中力 を発揮 す る こ とが体 験 で きた ウ オー ミングだ っ た よ うです。

3 ：ワ ー ク

①好 きな季 節 ご とに グル ー プに な って集 まる。

フ ァ シ リ テ 一 夕 ー が 「 ど う して そ の 季 節 が 好 きな の か 」 イ ン タ ビ ュ ー す る 。

（ 勤 今 後 は 口 を一切 開か ず に グル ー プに な る。

フ ァシ リテ 一 夕ーが 言葉 が ない状 態 で意志 の疎 通 を図 る こ とにつ いて、「 どの よ うな気 持 ち だ っ

たか 」 な どイ ン タ ビ ュ ー す る 。

◇ 同 じ血液 型 ど う しで集 ま る。

◆ 当 日の会場である 「あすばる」か ら自宅が遠い人か ら順番に並ぶ。

◇ 1 月 1 日をス ター トと して 誕生 日の順 番 に並 ぶ。

◆ 好 きな色 どう しで 集 まる。

言葉 を用 いず に、 自分が何 を考えているのか、相手が何者 なのか を探 ることが こんなに大変な

こ とだ とは・ ・・ とい う感 想 が多 か った です。 そ うい った感 想 を基 に、 日ごろの 人 間関係 で言葉

以外 の メ ッセー ジを多 く発 信 して い るの で は、 と心 配 にな った 人 もい ま した。 また、 手話 との比

較の詰 もとび 出 し ま した。

（ 勤 もう一度 、 円 に な って フ ァシ リテ 一 夕ーが 参加 者 の背 中 に シー ル を貼 る。

シールは赤／青／緑／ 自をほぼ均等 に貼 る。

ただ し、 赤 と青 ／育 と緑 ／緑 と自／ 白 と赤 の よ うに 2 枚 組 の もの を一 人ず つ貼 る。

これ まで 同様 に口 を 開かず に グル ー プに な る。

この ワ ー クに はい くつ か の プ ロセ スが あ りま した。 まず 、 自分 の背 中 にシー ル を貼 られ る とい う

不安 を参加 者 が 表情 に 出 して い ま した。 自分 が何 者 なの か わか らな い とい う不 安 で す。 自分 が 自

分をわか らない の に、 人 か らは 自分 が わ か って しま うの です 。 そ れ を利 用 して、 相 手か らは 自分

がわ か るの だ、 と次 の プ ロセス に移 って行 く様 が傍 か らは、 よ くわか りま した。 そ こか らは、 も

のすごいス ピー ドでお互いに共通項 を持っているのか、いないのかの二者選択 で機械的 に選別が

行わ れ ま した。 人 は 自分 と同 じか 同 じ じゃ ない か を選 択 の基 準 に してい る ときは、相 手 の気 持 ち

を思 いや る な どの判 断 を停 止 して 、力任 せ に他 人 の背 中 を引 っ張 ってみ て 自分 と違 う と思 い きや、

バッと投 げ捨 て る よ うに次 の人へ 移 って い くの です。 また 、 い った ん同 じ色 の グ ルー プが で きあ

がって しま う と、 この既成 の グル ー プ を壊 した くない とい う心 理 な のか 、 4 色 の グル ー プが丸 く
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小さ く固 ま っ て 動 こ う と し な く な り ま した 。 ま さ に 世 界 の 民 族 紛 争 の な りた ち を 見 る か の よ う な

できご とで した 。 しか し、 2 色 の シー ル をつ けた 人が 4 人残 って い ます。 彼 らは不安 な面待 ちで

す。「 2 色 」 とい う共通 項 で グル ー プ を作 ろ う とは し ます が 、 や は り、 そ れ で も何 か 違 う とい う

思いが あ っ て、 どこ に も属 す る こ とので きな い不 安 の ピー ク を迎 えて い ま した。 ところが 、 ふ っ

と高校 生 が ひ らめ いた よ うに立 ち上 が って 、 2 色組 を各色 の グル ー プ とグ ルー プ の 間に力 強 く入

れ込 んで い きま した。 そ の と きの参加 者 の色 め き立 っ た こ と とい っ た ら・ ・ ・ 。後 で 2 色 組 の参

加者 が語 って くれ ま した。「彼 が救 世 主 に見 え ま した」 と。 傍 らで見 て い た私 には、 4 つ の輪 と

2 色 組 み の 4 人 が一 つ の輪 に大 き く広 が って行 く様 子 は人 間の す ば ら しさを直 に見 た よ うで 鳥肌

が立 つ ほ どに感動 しま した。 一 見 お 互 い の違 い が溝 を作 って い る よう に見 え て も、 “人 と人 とつ

なが りあい たい ” との 思 いで知 恵 を働 かせ 一つ にな る こ とが で きる のだ 、体 感 で きた一 瞬 だ った

と思 い ま した 。

4 ：グ ル ー プ討 議

①子 ど もの写 真 を見 て、 その子 どもが何 を してほ しい と思 って い るの か考 え よ う。

（「子夢子明」の表紙 の子 どもの写真 を利用）

②それぞれのグループで考 えた ことを板書する。

③板書 を見なが ら、「子 どもの権利条約」 と結び付 けて討議す る。

≪3 つ の P について≫

・付与の権利 （P rovisio n）・ ・

・保護の権利 （P rotection）・ ・

・参加の権利 （P articipation）・

≪子 どもの最善の利益≫

・ 生存 ／発育に必要な物／サー ビスを与え られ る

・搾取／抑圧等有害 な行為／慣行 か ら守 られる

・・ 自己の生活 に景響のある決定や社会活動 に参加

「 そ の子 そ の子 が 、 そ れ ぞ れの 局面 に お いて 、 そ の気 に なっ て、 他 人 との か か わ りの 中 で 自 ら

の分 別 に よって 、 自分 の持 ち味 を 出 して行 け る こ と」

一お となは その よ うな環境 をつ く り子 ど もた ちが 「そ の気 」 に な るの を手助 けす る。

「 その気 」 に なる ため に・・ － あ りの ま まの 自分 を肯 定 され受 け入 れ られ る こ と。

≪条約普及への 5 つのハ ー ドル≫

Ⅰ 自分 自身のハー ドル ：権利行使の前提である「自己信頼感・肯定感」の弱 さ「がまん」強さ

Ⅱ 仲 間のハー ドル ：他者への共感の問題／権利行使 をす る子 どもが孤立する事実

Ⅲ受験のハー ドル ：「受験 の絶対視」 と「内申書」

Ⅳ情報のハー ドル ：条約広報の弱 さ／ 「お とな語」 か ら「子 ども語」への第 2 の翻訳作業の

必 要 ／ 知識 と して知 るだ けで な く生 きた情 報へ の ア ク セス を

Ⅴお とな （社 会） の ハ ー ドル ：「子 どもゆ えの 人権 制 限論 」 と 「権 利行 使 ＝わが ま ま助 長 論」

一 ハ ー ドル を越 え るた め に市民 に よ る条 約 実施 の検 証 を一権 利 委 員会 へ の 「オー ル タナ テ ィ

ブ・ レポ ー ト」 に 向け て一 人 一人 の 内 な る批 准 ＝お となの子 ど も観 の問 い直 し
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N o・ G o・ T e ll 僕たち、私たちがイヤだなど思った時に困 らないためのプログラム

担当 ：ふ くお か C A P

記録 者 ：渡 辺 章 子

参加 者 ：5 2 人

（内訳 大人 2 5人 手ども2 7人

低学年 15人・高学年6 人・高校生6 人）

私 た ちふ くおか C A P は、 主 に小 学 校 を中心 に C A P プ ログ ラ ム を実 施 して い ます 。 C A P とは、

C hild Assault Prevention（子どもへの暴力防止）の略です。CAPプログラムは、子どもワーク

シ ョ ップ ・ お と な セ ミナ ー ・ トー ク タ イ ム の 3 つ で構 成 され る プ ロ グ ラ ム で 、 こ の 中 の 子 ど も ワ ー

ク シ ョップで は、 人が生 きてい くため に欠かせ ない 「権利 」 につい て 中で も大切 な 「安心 ・ 自信 ・

自由」 とい う 3 つ の権 利 につ い てや 、様 々 な暴 力 に 出会 っ た時 どん な こ とが で きる のだ ろ うか と

い う こ と な ど を ロ ー ル プ レ イ （役 割 劇 ） や デ ィス カ ッ シ ョ ン （討 議 ） を し な が ら子 ど も た ち と一

緒に考 えて い きます。

今回のフォーラムでは、低学年 （小学校 1 ～ 3 年） と高学年 （小学校 4 ～ 6 年） の 2 グループ

に分 け て、子 ど もワー ク シ ョップ を行 い ま した。 また、 高校 生 に受 付 を手伝 って も らい、 見 学 と

い う形 で ワ ー ク シ ョ ッ プ に も参 加 して も らい ま した 。

『み ん なに は、 どん な 「け ん り」 が あ るか な ？』 との質 問 に 『うん ちす る』『息 をす る』『水 を

飲む 』『遊 ぶ』『「け ん り」 は、 自分 だ けの 大切 な もの 』 な どな どい つ もの よ う に子 ど もた ちか ら

元気 な た・くさん の意 見 が 出 ま した。 また、 子 どもた ち に ロー ル プ レイ に も参 加 して もら うの です

が、 自分 の言 葉 で劇 に参 加 して くれ ま した 。

子 ど もワー ク シ ョップ と一緒 に必 ずお となセ ミナー も行 うのです が、今 回は、模擬 ワー ク シ ョッ

プ を行 った後 、 いつ も と少 し趣 を変 えて、 グルー プ デ ィス カ ッシ ョンを行 い ま した。 年齢 層 も普

段学校で行 う時は、 どうして も保護者の方中心 なので30～40代 の女性が中心 になるのですが、今

回は、大 学生 な どの 若 い方 や男性 の 参加 もあ り、 私 た ち も学 ぶ ところが多 か った よ うに感 じます。

子 ど もワー ク シ ョ ップ の 中で は、 子 ど もた ち にいつ も 「困 った と きは、信 頼 で きるお となの人

にお話 しま し ょ う」 そ して、「最 初 に話 した人 が 信 じて くれ な くて もみ ん なの こ と信 じて助 け て

くれ る人 は必 ず い るか ら、諦 めず に話 し続 け ま しょ う」 と伝 え ます 。 私 は、 ワー ク シ ョップに参

加す る度 に、 子 ど もた ちが信 頼 で きるお となの人 が 身近 に い ます よ うに と願 ってい ます。 そ して、

少しで も多 くのお とな の人 が、 子 ど もた ちの声 に耳 を傾 け て くれ る とい い な と思 って い ます。

今 、 お となで あ って も自分 の権 利 を守 った り、 自分 自身 の大切 さを考 え る こ とは難 しいの で は
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ない か と思 い ます。 私 は、 この C A P プ ロ グ ラム を一 人 で も多 くの子 ど もた ち に受 けて も らい た

いと願 う と同時 に、 子 ど もた ちの 身近 にい るお となの人 た ち に も “権利 って こん な もの’’とい う

ことを伝 えて い きたい と思 い ます。 そ して、子 ど もた ちの諮 に向 き合 い、真 剣 に耳 を傾 けて くれ、

子ど もと手 をつ な いで い け るお となの 人が 、 少 しで も増 え て ほ しい と願 い ます。

C A P の活 動 を通 して 「権 利」・「自分 自身 の大切 さ」 を伝 えて い くこ とで 『子 どもの権 利条 約 』

の実現のお手伝いが できた らいいな と思います。今、中高生向けの暴力防止のプログラムの準備

も進 んで い ます 。 これ まで以 上 に私 た ちの力 も試 され るこ と と思 い ます 。 で も、 た くさんの子 ど

もた ち と出会 え るこ とを楽 しみ に頑 張 って い こ うと思 い ます 。
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